
準軟盆稲穏経営
版)`窮み2堵塁歴"早
巳22-103 Tel.086-242-5510

社会民主党全国連合機関紙宣伝局(毎週水発行)

〒104-0043東 京都中央区湊318-17マ ルキ複本ビ

IB 03-3553-3731 1部 〒 168円・月720円

発行責任者 武本恒夫
http://www sdp.orJp/okayama/index.html e一mail i shamin_okayama④fancy.ocn.nejp

訴
え
た
。
（
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責

…
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崎
）

本
当
に
大
切
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

非
正
規
雇
用

の
問
題

で
は
と

く
に
、

「
働
く
人

の
約
４
割
が

非

正
規
雇
用
で
、

女
性
は
７
割

が
非
正
規
で
あ
り
、

非
正
規
雇

用
の
問
題
は
女
性
た
ち

の
問
題

で
あ
り
、

こ
の
国

の
性
差
別
が

生
み
出
し
た
も

の
」

と
指
摘
し

た
。
　
工
屋
用
は
正
規
一屋
用
を
基

本
に
、

非
正
規
一屋
用
は

入

□
規
制

で
、

限
り
な

く
限
定
す
る

こ
と
が
必

要
」

と
訴
え
た
。

ま
た

「
コ
メ
が
高

い

ど
う
し
て
く
れ
る
」

と

い
う
声
に
、

「
長
年

の

国
民
党
政
治
が
も
た
ら

し
て
き
た
も

の
で
、

本

当
に
日
本
を
地
力
か
ら
支
え
て

い
る
人
た
ち
を
大
切
に
し
て
き

た

の
か
」

と
批
判
。

「
生
き
る

手
段

の
震
業
が
、

震
業
や

っ
て

生
き

て
い
け
な

い
状
況
を
正
し
、

戸
副
所
得
補
償
制
度

の
復
活

の

声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い

く
」

と
力
を

い
れ
た
。

夫
婦
剛
姓
、

消
費
税
問
題
な

ど
、

「
政
治
を
変
え
る

の
は
皆

さ
ん

の
力

で
す
。

皆
さ
ん
が
納

よ
り
は
こ
め
を
！
ま
す
は
喜
ら

し
の
た
め
に
税
金
を
」

「
不
健

全
な
正
す
行
動
を
！
だ
れ
と
戦

う
の
か
」

と
、

参
加
し
た
社
民

党

・
立
民
党

・
共
産
党
の
各
代

表
か
ら
訴
え
た
。

怒

る

よ

り
、

節

約

と

１

０

万

円

で
生
き

る
方

法

の
情

報
が

優

先

　

―
わ

・
＊

こ
れ
よ
り
前
に
は

「
参
院
選

め
ざ

す
市
民
の
つ
ど

い
」

が

関

か
れ
、

講
師

の
菱
山
南
帆
子
さ

ん
か
ら

「
Ｚ
世
代
は
な
ぜ
怒
ら

な

い
か
」

「
改
憲
は
ブ

レ
ー

キ

を
踏
み
な
が

ら
、

な
だ
ら
か
に

下
っ
て
い
る
」

な
ど
、

７
月
参

院
選

の
も

つ
意
味
を
指
摘
。

続
く

２８
日
の
党
定
例
街
宣

で

も
、

平
和
と
護
憲
、

く
ら
し
の

安
ｂ

の
政
策
を
訴
え
た
。

い
▼
い
ま
世
界

の
紛
争
を
み
る
と

き
人

の
い
の
ち
や
く
ら
し
を
自
国

の
欲
求
と

天
稗
に
か
け
る
。

圧
倒

的
な
軍
事
力
を
背
景
に
隣

の
民
族

に
飢
餓
を
強

い
る
こ
と
に
強

い
い

ら
立
ち
と
憤
り
を
覚
え
る

▼
積
極

的
平
和
主
義
と

い
う
先
制
攻
撃
や

能
動
的
サ
イ
バ
ー

攻
撃
防
御
と

い

う
監
視
社
会

の
到
来
と

マ
イ
ナ

ン

パ
ー

が
ど

こ
か

で

一
致
す
る
か
も

と

の
危
惧
は
フ
エ
イ
ク
と
ば
か
り

は
言
え
ま

い
か
。

戦
後

８
０
年
、

戦
争
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が

「
新
し
い
戦
前
」

が

「
ふ

つ
う
」

に
か

▼
７
月
参
院
選
、

「
主
食

の

コ
メ
が

２
倍
な
ど
、

物
価
高
騰

に

よ
る
生
活
苦
も
限
界
」

へ
の
対
策

と
と
も
に
、

平
和
を
脅
か
す
変
化

に
も
目
を
向
け
る
政
治
を
。

社
民

党

の
真
骨
頂
を
示
す
と
き
だ

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

六椿ゆうこ
夜
来

か
ら
続

く
雨

の

一
日
、
社

民
党

・
大
椿

ゆ
う

こ
参
院

議
員

は

５
月
　

日
、
地

元
岡
出
（
高
梁
市
出
身
）
駅
西

日
で

マ
イ
ク
を
持
ち
、
７
月
参
院
選

で
再
選
を
目
指

し
て
挑
戦

す

る

こ
と
、
自
身

が
非

正
規
労
働

で
首
切
ら
れ
た
経
験

か

ら
、
「
労
働
者

の
使

い
捨

て
を
許
さ
な

い
」
と
徹
底
的

に
働

く
人
た
ち

の
問
題
に

こ
だ
わ

つ
て
や

つ
て
き
た

こ
と
な

ど

言 な  と
に い ¬ 立 5
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: 党 県連合活動日話
:5/1 メ

ーデー津山会場〈宮田)
:5/8 市 民と立憲野党の打合せ(武本)
:5/105月 期党県連合常任幹事会
: 〃   平 和推進協理事会

:5/11お かやま労安センタ
ー総会

:5/14党 定例街宣
:5/18平 和推進協・総会 5/27さよなら原発実行委
!5/21党 全国幹事長会議(ズーム:武本幹事長)

:5/22西 部地域街宣活動
:5/24参 院選をめざす市民の集い
:  〃  市 民と立憲野党の合同宣伝
:  ″  I女性会議中四国ブロック会議・大椿ゆうこ街宣

:5/28党 定例街宣 マツキヨ前
:※ 大椿ゆうこ『新報号外』のチラシ配布中
i.協九セどとだ,るつ:■連絡くだ革い、員峨 q
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し が か
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か て ん ア ば し

な と 素 な あ
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だ イ れ い

活

の
苦

し
み

が
わ
か
ら
ん

人
に
政
治
を

や
っ
て
も
ら

」

っ
て
は
困
る

「
ミ
サ
イ
ル

::ど1・業書
・
まJ鱒

欲
｀
と ら 氏 何 う と ム ホ

・鉢
」

こ 系 な あ
~豊
  だ イ れ し

ユ
各
内

6/2r(金 )～ 30(月 )

6・29岡 山市民平和祭

エキチカ広場   無 料
欄il山窪質菖.パ亥,11健P店慢建

6月 11日 (水)さ んすて前

髄韻諾1罰
6//28(エヒ)17:00

市民と立憲野党合同宣伝
岡山駅マツキヨ前

社民党サポーター募集中
年会費1000円 オンライン申し込み
htpsソ /sdp.orjp/sdp―supporter/


